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あらまし：小中学校教員の多忙化と省察活動における客観的評価の困難さに対し，本研究はマルチモーダ

ル LLM を用いた授業音声からの教員向けアドバイス自動生成システムを提案する．本システムは，文字

起こしから学びのラベル推定，アドバイス生成，インタラクティブな深掘りまでを一貫して処理する．教

員ヒアリング評価により，本システムは負担軽減と客観的で深い省察支援に有効であることが示唆された． 
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1. はじめに 

近年，小中学校教員の多忙化は深刻な社会問題と

なっており，授業改善のための省察活動に十分な時

間を費やすことが困難な状況にある．教員が自身の

授業を客観的に振り返り，授業改善を続けるために

は，効果的なフィードバックが不可欠である．しか

し，従来の研修や省察活動は，時間的・人的制約に

よって、他者による客観的な評価が容易ではないと

いう課題を抱えている．LLM を用いた教育支援研究
(1)は国内外で活発化しており，自動採点，インタラ

クティブな学習システム，授業計画作成支援，学習

状況分析，省察支援などの研究が見られる．また，

新任教員の授業力向上のための授業振り返りシステ

ムに関する研究(2)や LLM を用いた発話間の影響推

定結果に基づいたアドバイス生成の研究(3)がある． 

 本研究では，小学校の授業音声から教員へ客観的

なアドバイスを自動生成するシステムを提案する．

特に，マルチモーダル大規模言語モデル（LLM）を

活用し，音声認識から発話の学びのラベル推定，ア

ドバイス生成，そしてアドバイスに対する深掘りま

でをEnd-to-Endで一貫して処理するシステムを構築

している．これにより，従来の多段階処理と比較し

てシステム導入の容易性と処理の一貫性が向上し，

多忙な教員の負担を増やすことなく導入可能なシス

テムの実現を目指す．さらに，AI の客観性を活用す

ることで、他者による客観的な評価が容易ではない

という課題を解決し，単に負担を軽減するだけでな

く、個々の教員や授業内容に応じたアドバイスを提

供することを目的とする．また， LLM の利点を活

用することで，生成されたアドバイスに対してイン

タラクティブに深掘りを行うことが可能となり，教

員のより深い能動的な省察を支援する． 

 

2. アドバイス生成システム 

提案システムは，小学校の授業音声から教員への

アドバイスを自動生成する． 

本システムは，以下の段階を追って処理を行う． 

1. 音声ファイル入力：教員の授業音声をシステムに

入力する．システムのデモ画面を図 1 に示す．音

声ファイルや画像ファイル，参考テキストを入力

できるようにしている． 

2. 文字起こし：入力された音声ファイルから，マル

チモーダル LLM を用いた文字起こしを行う．こ

れにより，手動で文字起こしを行う手間を省き，

導入の容易性を高めている． 

3. 学びのラベル推定：文字起こしされた発話内容に

対して，LLM がプロンプトに含めた 10 種類のラ

ベル定義からラベルを推定する．このラベルは，

授業中の教員発話が「主体的・対話的で深い学び」

に関連する発話であるかを示すものであり，アド

バイス生成の方向性を誘導している．推定結果は，

集計を行い，円グラフや時系列グラフ（図 1 右下）

として可視化され，教員が授業中の学びの傾向を

直感的に把握できるようにしている． 

4. アドバイス生成：ラベル推定結果と文字起こし内

容を基に，LLM が教員へのアドバイスを生成す

る．この際，プロンプトには先行研究(3)で有効性

が示唆された教育学における，効果的なフィード

バックの条件（例：発話内容への言及，具体的な

ど）を含めることで，実践的かつ質の高いアドバ

イスの生成を促している．  

5. アドバイスに対する深掘り：生成されたアドバイ

スに対し，教員がさらに質問や情報提供を行うこ

とで，LLM がアドバイスの修正や異なる視点か

らの解説を行うことができる．これにより，教員

は自身の関心に応じてアドバイスを深掘りし，よ

り多角的な省察を促される．生成アドバイスの深

掘り例を図 2 に示す． 

 また．本システムはマルチモーダル LLM の特性

を活かし，授業の黒板画像などの視覚情報も入力す

ることで，より文脈に即した高精度な文字起こしや，

的確なアドバイス生成を可能にしている． 
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図 1 アドバイスシステム画面（右下時系列グラフ） 

 

3. 実験・評価 

提案システムの有効性を評価するため，小学校教

員 2 名に対し，対象者の実際の授業音声を用いてデ

モを行い，インタビュー形式で意見を収集した．実

験では，LLM として，Google の Gemini API で Gemini 

2.5 Pro 03-25 のモデルを使用した． 

インタビューの結果，以下の点が明らかになった． 

 ラベル推定の可視化への関心：教員は，時系列に

おける学びの傾向の変化や，複数の教員間での学

びの傾向の差について強い関心を示した．これは，

自身の授業を客観的に分析し，他の教員との比較

を通して新たな気づきを得る手がかりとなる可能

性を示唆している． 

 アドバイスの客観性：アドバイスの内容に対して，

「客観的な意見を得られる」，「研修に混ざって貰

いたい」などの肯定的な意見が聞かれた．これは，

プロンプトに組み込んだ教育学的なフィードバッ

ク条件が有効に働き，教員の状況や文脈に合致し

た実践的なアドバイスが提供できていることを示

唆しており，単なる主観に留まらない客観的な省

察支援に貢献する可能性を示している． 

 深掘り機能の有効性：アドバイス生成において，

発話に対して誤った解釈がされた場合でも，イン

タラクティブな点を活かし，その誤りを指摘する

ことで，生成内容が適切に変化した点について好

印象であった．この結果は，システムが一方的な

情報提供に留まらず，教員との協調的な省察プロ

セスを支援するツールとなる可能性が示している． 

図 2 生成アドバイスの深掘り例 

 

4. おわりに 

本研究により，現在のマルチモーダル LLM を用

いることで，小学校の授業音声から教員へのアドバ

イス生成までを End-to-Endで一貫して処理可能なシ

ステムが構築できることが示された．このシステム

は，教員が多忙な中でも負担を増やすことなく導入

可能であり，客観的な視点からのフィードバックを

提供することで，教員の省察活動を効果的に支援で

きる可能性がある． 

今後の課題としては，評価対象となる教員数の増

加，定量的な評価指標の導入，および長期間にわた

る利用を通じたシステムの効果検証などが挙げられ

る．また，LLM に対する授業の更なる情報提供とし

て，現在は黒板画像のみであるが，教科書やノート，

授業計画，教員の特徴など多様な情報を入力するこ

とで，LLM が授業の文脈をさらに深く理解し，より

授業に最適化された文字起こしや，個別最適化され

たアドバイスの生成が可能になると考えている． 
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